
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 南相馬市地域学校協働活動 原町南（大甕小学校） 

サツマイモ収穫体験  １０月１５日（火） 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

    

 
 

 

開会 

○  １年生からきちんと整列して学校近くのサツマイモ畑に到着しました。地

域の皆さんに元気な挨拶ができるのが大甕小学校の子どもたちです。 

    開会式では協働本部長さんと校長先生からサツマイモ収穫に至るまで

の話や、地域の皆さんへの感謝の話をいただきました。 

    今年は夏の猛暑で、葉っぱはたくさん茂りましたが、イモの方はそこまで大

きく育たなかったという話もありました。さて、土の中はどうなっているのでしょう

か。子ども達は早く掘り起こしてみたいという気持ちになっていました。 

 

サツマイモ収穫作業の説明・体験の準備 

○   サツマイモを掘る前には本来の畑の様子と掘り方の説明がありました。畑

の一部だけ、黒いマルチとイモの葉、雑草が残されている部分がありました。

鎌を使う作業なので子どもたちは安全な場所で見ているだけでしたが、イモ

畑本来の姿を知ることができました。ここに、地域の方の体験活動に対する

思いを感じました。 

    また、猛暑のせいで今年度は子ども達による除草作業などはできなかっ

たのですが、地域の方々が今日まで育ててくれてくださったという事をうかが

い知ることができました。 

 

サツマイモ収穫体験 

○   いよいよ収穫体験です。手で掘る子、移植ベラで掘る子、茎を引っ張っ

てみる子など思い思いの方法で挑戦していました。当然、引っ張れば簡単

に抜けるものではなく、多くの子が苦戦していました。そこに登場したのが地

域の皆さんのスコップ部隊です。大きなスコップを地中に突き刺して、勢い良

く掘り起こすとそこには鈴なりになったサツマイモが顔を出します。１年生から

６年生まで夢中になって収穫していました。「こんなに大きいのが採れたよ」

「○○君の顔より長いね」「根っこしか出てこない・・・」などと、みんなで楽し

みながらの作業になりました。 

 

閉会 

○  本日も地域学校協働本部の皆さんとともに、社会福祉協議会や区長

会、保護者の皆様と様々な団体から多くの地域の皆様が参加してくれまし

た。子ども達との閉会式後には、大甕生涯学習センターでの閉会式も行わ

れました。そこでは参加者からのきゅうりの漬物の差し入れもあり、地域の皆

さんの交流の場にもなっていました。大甕地区の学校を核とした地域作りの

一コマは、ほのぼのとした雰囲気に包まれていました。 


